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RU 28965に 関する臨床的検討
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エ リス ロマ イシンの誘導体 であるRU 28965を 呼吸器感染症18例 に投与 した。疾患の内訳は肺炎13

例(う ち異型肺炎3例),急 性気管支炎1例,慢 性気管支炎お よび肺線維症の急性増悪がそれぞれ3例,

1例 で,効 果判定可能であ った15例 中,著 効7例,有 効5例,や や有効2例,無 効1例 の成績 を得た。

有効率 は80%で あ った。細菌学的効果 では,投 与前に検 出されたS.aureus 2株,S.pneumoniae 1株,

S.pyogenes 1株,H.influenzae 1株,B.catarrhalis 1株,C.fetus 1株 は全株除菌 された。交代菌 として

はK.pneumoniaeを2株 認めた。副作用お よび明 らか な臨床検査値の異常化 は認め なかった。

以上の成績 より,本 剤は呼吸器感染症 に有用な薬剤 と考 えられた。

エ リス ロマ イシ ンより半合成 されたRU 28965はEM

とほぼ同等の抗菌力,抗 菌スペ ク トルを有 している。 わ

れわれは本剤 を18例 の呼吸器感染症 に投与 し,そ の治療

成績 と副作用発現の有無 について検討す る機会 を得たの

で,そ の成績 を報告する。

I.　材料 と方法

1.対 象

昭和61年2月 より10月 までの9か 月間に,福 岡大学病

院お よび関連施設において治療 した呼吸器感染症患者18

例 を対 象 とした。

患 者の内訳 は男11例,女7例,年 齢は16歳 よ り78歳で

平均50.9歳 であ った。

対象 とした疾患の内訳は肺炎13例(う ち異型肺炎3例),

急性気管支炎1例,慢 性 気管支炎お よび肺線維症の急性

増悪がそれぞれ3例,1例 であった。異型肺炎 は胸部 レ

線像 を参考 と して診断 したが,血 清学的にマイコプラズ

マ肺炎,オ ーム病各1例 で,残 りの1例 は寒冷凝集素価

128倍 と上昇 していたが,マ イコプラズマ抗体価,オ ー

ム病抗 体価 とも検査 されていなかった。

2.投 与方法

原則 と して,RU 289651回150mgを1日2回 食前

に投与 した。 オーム病症例 に対 しては1回300mgを1

日2回 食前 に投与 した。投与期 間は3な い し15日 で,症

例別総投与量 は900mgよ り4500mgで あった。

3.臨 床効果判定

投与開始3日 以内に発熱 を含め全症状が正常化 したも

のを著効,投 薬期間中に全症状 が消失 した ものを有効,

同期 間中に症状の何 らかの改善をみた ものをやや有効,

症状 の改善 を認めなかったもの を無効 とした。

II.　成 績

1.臨 床効果

総合 した成績 をTable 1に示す。

炎症所 見の明確でなか った症例3,9、 また,本 剤投

与直前に効果の明 らかな他 剤が投与されていた症例2を

除 く15例について,臨 床効果の判定を行なった。

肺炎症例は10例 で,う ち前述 のごとく異型肺炎は3例

であ った。

細菌性肺炎 と診断 した7例 中,喀 痰 よ り有意菌が検出

されたのはわずか3例 で,そ の内訳 はS.aureus,S.pne-

umoniae各1例 とH.influenzae,S.aureusの 混合が1例

であった。 なお,症 例5は 発熱,咳 嗽,喀 痰で発症し,

2日 後に下痢が出現 したため来院。胸部 レ線にて左下肺

野に浸潤影 を認め,肺 炎 と診断 した。喀痰の通常培養で

は陰性 で あ ったが,血 液培 養でC.fetus subsp.fetusを

検出 した。本剤投与2日 後には解熱 し,胸 部 レ線像を含

め全症状の消失 を認め たことより著効 と判定 した。無効

例 は症例8の73歳 の高齢者で,多 発性脳梗塞のため他院

入院 中に右下葉の肺炎 を併発 し転院 した患者で,起 炎菌

は不 明であ った。本剤1日300mgの 投与 を開始 したが,

3日 目には右側胸水の貯留 を認め,症 状の悪化をみたた
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め他剤へ変更 した。なお,レ ジオネラ抗体は陰性 であっ

た。 本剤1日300mg,3日 より15日間の投 与によ り,著

効4例,有 効2例,無 効1例 で あった。 異型肺炎3例 で

は著効2例,有 効1例 であ り,急 性肺炎全体では著効6

例,有 効3例,無 効1例 で,有 効率 は90%と 高率 であっ

た。

気道感染 は5例 で,S.pyogenesの 検 出された急性気管

支炎 は本剤1日300mgの8日 間投 与で有効。慢性 気管

支炎 また は肺線 維症 の急 性増 悪4例 で は1例 の みB

catarrhalisが検 出 されたが,本 剤1日300mgの7日 よ り

15日 問投与で,著 効1例,有 効1例,や や有効2例 であ

った。

総合すると,著 効7例,有 効5例,や や有効2例,無

効1例 で,総 合有効率は80%で あ った。

2.細 菌学的効果

投 与前に検出されたS.aureus2株,S.pneumoniae1株,

S.pyogenes1株,H.influenzae1株,B.catarrhalis1株,

C.fetus1株,治 療途中 にS.pneumoniaeが 検 出 された症

例が2例 あ ったが,治 療終了時 には全株除菌 された。交

代菌 として は,常 在菌 よ りK.pneumoniaeに 菌 交代 した

症例が1例 あ り,無 効例であった。

3.副 作用および臨床検査値異常

副作用は全例で認めなか った。本剤投与前後の末梢血

液像,血 液生化学所見,尿 所見 についての成績 をTable

2に 示す。症 例16で は本剤投 与後GOT,GPTの 上昇,

症例7で は投 与前 よ りGOT,GPTの 上昇 を認めたが,

いずれの症例 も基礎疾患に慢性肝炎 を有 していることよ

り,本 剤に起 因す るものではないと考え られた。軽度の

好酸球増多(9%)が1例 で認 められたが本剤 との関連は

不明 であった。症例8で 投与 後にBUNの 上昇 を認めた

が,本 例 は投与前 よりCrが 高値であ り,ま た脱水に よ

る所 見と考 えられ,本 剤 との閲連 はないと考えられた。

皿.考 察

RU28965はErythromycin Aの9位 のケ トンを2-メト

キ シーエ トキシーメチル才キシムで置換 した新 しい経ロマ

クロライ ド系抗生物質で ある。本剤 の特微 は酸で不活化

されず,従 来の同系抗生物質 よりも吸収が良 く,半 減期

が長 いとされている。 また,抗 菌スペ ク トラム,抗 菌活

性 はErythromycinと ほぼ等 しくLegionella, Mycoplasma,

Chlamydiaに 対 して も優 れた抗菌活性 を示す ことが報告

されてい る1)。

今 回,RU28965を 呼吸 器感染症18例 に使用 したが,

効果判定可能であった15例 中,著 効7例,有 効5例,や

や有効2例,無 効1例 の結果 を得 た。有効以上でみた有

効率は80%と 高率で あった。特 に。肺炎症例では10例中

9例 で有効以上の結果 を得たが,3症 例の異型肺炎が含

まれていたこ とが高 い有効率を得た一因と考えられる。

細菌学的には,検 出菌中起 炎菌 と推定 された菌種は比

較的少 なか ったが,S.aureus2株,S.pneumoniae1株,

S.pyogenes1株, H.influenzae1株,B.catarrhalis1株,

C.fetus1株 は全株除菌 された。交代菌 としてK.pneumo-

niaeを2株 認 め,こ れ ら2症 例 は臨床的にもやや有効以

下に とどまった。

なお本剤 を投与 した18例 において,副 作用および明ら

かな臨床検査値の異常化は認 めなかった。

以上の成績 よ り,本 剤は呼吸器感染症に有用な薬剤と

考え られた。
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We carried out clinical trials with RU 28965, a newly developed macrolide antibiotic, in 18 cases of respiratory infec-

tion, including 13 of pneumonia, 1 of acute bronchitis and 4 of acute exacerbation of COPD. In 9 of 10 cases of acute

pneumonia, including 3 of atypical pneumonia, RU 28965 was effective. Overall clinical outcome was excellent in 7 cases,

good in 5, fair in 2, poor in 1 and unevaluable in 3. Overall clinical efficacy was 80%.

No side-effects were observed. We consider this drug effective and safe for the treatment of respiratory infections.


